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平成３０年第５回狭山市定例教育委員会会議会議録 

 

開 催 日 時   平成３０年５月２２日（火） 

          午後１時３０分から午後２時５１分まで 

 

開 催 場 所   市役所 ５階 教育委員会室 

 

出  席  者   教   育   長    向 野 康 雄 

教育長職務代理者    吉 川 明 彦 

委  員    橋 本 秀  樹 

委  員    宮 﨑 英 子 

委  員    後 藤 邦 江 

 

欠  席  者   な し 

 

委員及び傍聴人を除くほか、議場に出席した者の氏名 

 

生涯学習部長  滝 嶋 正 司       次 長 兼 教 育 総 務 課 長  杉 田 幸 伸 

社会教育課長  田 中 肇 夫     中央公民館長  内 藤 光 重 

中央図書館長  田 地 恵美子     ス ポ ー ツ 振 興 課 長  五十嵐 和 也 

学校教育部長   和 田 雅 士     参 事 兼 教 育 指 導 課 長  伊 藤 秀 一 

教 育 セ ン タ ー 所 長  紫 竹 理枝子     書    記    堀 川 清 美 

 

会議の公開・非公開  議案第１９号、議案第２０号及び議案第２１号については、

個人に関する情報が含まれ、また、公にすることにより、意思

決定の中立が損なわれるおそれがあることから、非公開とした。 

 

傍 聴 者 数  ０名 

 

報告事項 

・狭山市社会教育委員会議の提言について 

報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

  「地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支える仕組みについて」、社会

教育委員が平成２８年５月から２年間の任期中に８回の会議を重ね取りまと

めたものであり、狭山市の学校支援の現状と問題点を整理し、それを踏まえて

狭山市として今後どうあるべきかを考え、提言されたものである旨の報告がな

された。 
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・狭山市立博物館の臨時休館について 

報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

  ５月２９日（火）から５月３１日（木）までの３日間、館内の燻蒸作業及び

整理のため臨時休館する旨の報告がなされた。 

 

・入間川七夕まつりの開催に伴う中央図書館の夜間開館の中止について 

                            報告者（中央図書館長） 

（要旨） 

    七夕まつりが開催される８月４日（土）の夜間については、施設の管理上、

夜間開館を中止する旨の報告がなされた。 

 

・公費による英語検定受験（英語検定推進事業）について 

報告者（教育センター所長） 

（要旨） 

 「中学校卒業時に英検３級以上取得」を目指して学習に取り組ませることで、

英語に対する学習意欲並びに英語学力の向上を図ることをねらいとして、中学

３年生を対象に年１回英語検定受験の検定料を公費で賄うもので、受験級は、

基本的に準２級、３級、４級のいずれか一つである旨の報告がなされた。 

 教育委員からの質疑等では、学習の仕方のバックアップとして、学校側で考

えていることは何かあるのかとの質疑に、授業やそれ以外のところで時間をつ

くってフォローしようと考えている旨の答弁がなされた。それは授業の中で、

最初の５分間を英検に当てるとか受験の１週間前になるとそういった時間を取

るといったことかとの質疑に、具体的な方法は検討中である旨の答弁がなされ

た。達成感を味わうことで学習意欲、英語力の向上につながると思うので、合

格率を上げるような受験の仕方を指導してもらいたい。また、受験状況は、公

表するのかとの質疑に、報告が必要なところには報告することはあるが、学校

ごとの合格率の比較などは公表しない旨の答弁がなされた。 

 

・平成３０年度狭山市小･中学生英語サマーキャンプについて 

報告者（教育センター所長） 

（要旨） 

    ７月２５日（水）から７月２７日（金）までの２泊３日で市内小学６年生 

１５名程度及び中学１年生８名程度を募り実施する。また、ＡＬＴをはじめボ

ランティアの教員なども募集して活性化する旨の報告がなされた。 

 

・平成２９年度学校施設整備実施状況について 

                            報告者（教育総務課長） 

（要旨） 

空調設備改修事業については、快適な教育環境を確保するため、校舎の除湿
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温度保持工事を実施したものであり、平成２９年度で小中学校校舎の除湿温度

保持工事は、全校完了した。施設改修事業については、教育環境の維持保全の

ため施設や設備の改修などを実施したもので、主なものとしては、トイレ改修

工事、屋内運動場多目的トイレの設置、屋内運動場床等改修工事、また、中央

中学校に特別支援教室を新たに開設するために校舎の改修工事を実施したも

のである。その他、空調設備や消防設備の改修工事、防犯カメラの設置やプー

ルの補修工事を行うなど老朽化した校舎等の諸工事を実施した旨の報告がな

された。 

 

・平成２９年度社会教育関連事業実施状況について 

                            報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

    生涯学習まちづくり出前講座が、前年度より大幅に増加した。これは、小学

校から交通安全教室やブックトークの要請があったことが主な要因として考

えられる。学校支援ボランティアセンターについては、支援時間数が大幅に増

加しており、中学校で行っているチャレンジ教室等によるものと思われる。そ

の他、家庭教育学級、すこやか子育て講座、人権施策推進事業等については、

前年度をやや下回り、また、富士見集会所講座等運営事業については、耐震補

強外工事により７ヶ月間休館したことに伴い、主催事業、貸館業務ともにほぼ

半減となった旨の報告がなされた。 

 

・平成２９年度博物館入館者数について 

                            報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

    総入館者数が、３５，２９２人で昨年度より２，４１６人の減となっている。

その要因としては、春期企画展「トリック３Ｄアート展」など大幅に増えた企

画展があったもののその他夏期、秋期等の企画展の入館者数が減少したことに

より総入館者数も減少になった旨の報告がなされた。 

 

 ・平成２９年度公民館主催事業及び利用状況について 

                            報告者（中央公民館長） 

（要旨） 

  主催事業は、事業件数が４１５件、延べ開催回数が２，１１０回、延べ参加

者数が１４３，１９７人と２８年度実績と比べ、開催回数が４７０回、参加者

数が２１３人の増となっている。回数が大幅に増えた要因としては、主に狭山

台公民館が地域団体との共催事業として毎日実施するウォーキングの事業を

行ったことによる。利用状況は、５１，３５９件、総利用人数が 

６０５，５８６人となっており２８年度実績と比べ、件数は４，４７０件、人

数については４０，８０８人の増となっている。これは、新狭山公民館が６月

に更新開館したことが大きく影響しているが、官公署や公共的団体の利用も増
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えていることも影響している旨の報告がなされた。 

 

・平成２９年度図書館利用状況について 

                            報告者（中央図書館長） 

（要旨） 

    利用者数は、中央図書館、狭山台図書館、移動図書館を合わせて 

２８１，４９６人で前年度と比べ４，２５６人の減となった。貸出数は、 

８９６，２９２点で前年度と比べ２１，０３７点の減となった。これら減の要

因としては、台風や降雪といった天候不良によるところが大きいと思われる。

また、狭山台図書館については、平成２８年度から指定管理者による運営とな

り平成２８年度は来館者数が増加したものの、平成２９年度は来館者数・利用

者数とも減少している。今後は、お話し会などの開催を増やすなど子供たちと

親世代の方に図書館に来てもらう機会を増やして利用者増加につなげたい。ま

た、閲覧だけの方にも借りて行きたいと思えるように特集コーナーの充実をし

たい旨の報告がなされた。 

教育委員からの質疑等では、狭山台図書館のホームページは、催し物などわ

かりやすく素晴らしいと思う。中央図書館のホームページも充実してもらいた

い旨の意見がなされた。 

 

・平成２９年度社会体育関連事業実施状況について 

                            報告者（ス ポ ー ツ 振 興 課 長） 

（要旨） 

  スポーツ教室の参加状況は、１７種目２０教室を開催し、延べ１，０６０人

の参加であったが、前年度に比べて２１５人の減となっている。日体大との体

育スポーツに関する協定に基づく事業については、平成２９年度は平成２８年

度に引き続きバレーボール教室を行い、その他、新たにランニング・ウォーキ

ング教室、小学生陸上教室を実施した。両教室とも大変好評であり、本年度も

多くの市民の方々にトップレベルのコーチングを体験していただけるよう実施

可能な教室について検討してもらいたいと考えている旨の報告がなされた。 

 

・平成２９年度市内公立中学校卒業者の進路状況について 

報告者（教育指導課長） 

（要旨） 

    進学先等については、例年と大きな変化は見受けられないが、定時制への進

学者が昨年度に比べ２２名の減となっている。これは県内外の私立高校への流

れがあったとみられる。その他、１名進学希望者が、アルバイトをしながら出

身中学校で相談や指導を受けている状況である旨の報告がなされた。 

 

 

 



- 5 - 

 

・平成２９年度教育指導事業について 

報告者（教育指導課長） 

（要旨） 

職員研修、学校訪問及び語学指導助手の配置等について報告がなされた。 

 

・平成２９年度教育センター利用状況について 

                            報告者（教 育 セ ン タ ー 所 長） 

（要旨） 

    施設の利用は５６１件、利用人数は１２，６５４人であった。来所教育相談

数が１，７０８件と昨年度より約３５％増えている。電話相談は、電話だけで

は解決できないことから昨年度より減少している。総相談件数は、 

１，８７３件であった旨の報告がなされた。 

 

 ・平成２９年度教育センター主催研修等の概要について 

                            報告者（教 育 セ ン タ ー 所 長） 

（要旨） 

    初任者研修については、初任者が減少したことから減っている。情報に関す

る研修は、パソコンでの成績処理の関係から増えている。Ｑ－Ｕ活用研修につ

いては、Ｑ－Ｕの活用が通常化されていることから減っている旨の報告がなさ

れた。 

 

 ・狭山市教育委員会後援名義の使用行事一覧について 

                            報告者（社会教育課長） 

（ス ポ ー ツ 振 興 課 長） 

（要旨） 

社会教育課関係５件及びスポーツ振興課関係４件の申請があり、審査の結果、

使用許可を行った旨の報告がなされた。 

 

 

議   案 

 

議案第１８号 平成３０年度狭山市一般会計補正予算（第１号）－教育費 

 

 平成３０年度狭山市一般会計補正予算（教育費）に関する議案を平成３０年第 

２回狭山市議会定例会に提出するため、提案がなされたものである。 

 

議案第１８号については、原案可決した。 
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議案第１９号 狭山市青少年問題協議会委員の解嘱について 

 

狭山市青少年問題協議会委員の渋谷和彦氏から任期途中で辞職したい旨の申し

出があったため、同氏を解嘱するため、提案がなされたものである。 

 

議案第１９号については、原案可決した。 

 

 

議案第２０号 狭山市青少年問題協議会委員の委嘱について 

 

狭山市青少年問題協議会委員の渋谷和彦氏が辞任したことに伴い、後任として髙

橋勝則氏を委嘱するため、提案がなされたものである。 

 

議案第２０号については、原案可決した。 

 

 

議案第２１号 狭山市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

 新たに狭山市公民館運営審議会委員を委嘱するため、提案がなされたものである。 

 

議案第２１号については、原案可決した。 

 

 

                              以 上 


